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一部又は全部委託

実施・運営
方法

・老朽化、損耗及び破損した防護柵、カーブミラー、道路照明灯等の交通安全施設の補
修を行う。また、危険な場所に交通安全施設の設置を行う。
・横断歩道橋は、計画的に補修及び落橋防止の地震時の対策工事を行う。
・職員は、委託、工事の設計積算及び施工管理を行う。
【委託業務内容】
測量設計業務委託　1橋　三舟歩道橋　　（委託料：　２，７３０千円）
交通安全施設管理委託業務　　（委託料：２０，８４２千円）
区画線設置延長　２８，１４１ｍ　交差点表示器設置１４基　カラー舗装　３６１㎡
【工事内容】
防護柵設置　１，３７５ｍ  （工事請負費：４１，１４７千円）
道路反射鏡設置　４０基、道路照明灯設置　１９基
横断地下道補修工事　１箇所　　（工事請負費：７３５千円）
横断歩道橋耐震補修工事　２橋　　（工事請負費：１５，９１２千円）
藤ヶ丘４号橋、南歩道橋

目的
（対象をどの様
な状態にするの

か）

内容
（手段）

指定管理・外郭団体

交通安全施設の維持補修及び設置により施設の機能を向上させ、交通上の安全を確
保する。
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事業番号

《交通安全施設維持補修事業》

243

平成２３年度事業シート（概要説明書）《※平成２２年度実施事業》
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判定理由 一次評価のとおり

A 市が実施(現状維持又は充実)

成果指標名

事業を廃止・
休止したとき

の影響

交通安全施設の維持補修及び設置は、道路を使用する全ての市民の交通上の利便
性・安全性を確保する上で不可欠であるため、廃止を行えば道路環境の悪化につなが
ることになると考える。

判定理由

市が実施(現状維持又は充実)

事
業
の
自
己
評
価

（
一
次
評
価

)

今後の事業
の方向性

（今後の取組
み・改善計画

等）

判　　　定 A

交通上の安全を確保するため、市民ニーズ等を十分に把握し、着実に事業を実施して
いく。

現状どおり事業を継続し、道路の交通上の安全を確保していくことが、道路を使用する
全ての市民の交通上の利便性・安全性につながることとなるため、現状維持とした。

防護柵設置

道路照明灯設置

事業目的の
達成状況

住民からの要望や日常の管理により確認された施設の不具合において、補修を行う。ま
た、危険な場所に施設の設置を行うことにより、交通の利便性・安全性の向上が図られ
ている。
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